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 山 　 梨 　 県  市町村課主任 中澤　敏也
 山梨県町村会 振興課副主査 大森　　充

役職名　　　　　    団体名　　　　　　　    補職名　　　　　　　　      氏名　

市町村職員情報誌「やまなし自治の風」編集委員会委員名簿

　今回の特集は、大阪北部地震、西日本豪雨災害及び北海道胆振東部地震等多く
の自然災害が発生し、住民の安全・安心への関心が一層高まってきている中、県の
地域防災力向上に向けた取り組みをはじめ、県が策定支援した県内 4 圏域のモデル
市町の地区防災計画の内容について紹介しました。
　また、市町村の貴重な財源となる「サマージャンボ宝くじ」と「ハロウィンジャン
ボ宝くじ」の販売状況を紹介させていただきました。引き続き、売上向上にご協力
をお願いします。
　最後に、特集をはじめ各コーナー等、本号の発行にあたり、ご多忙の中執筆いた
だいた皆様に心より感謝申し上げます。

編 集 後 記

 Kazuhiko  Yokose 
横瀬 和彦さん

「なんでも相談窓口」がはじまりました

 （ 上野原市 長寿健康課 副主査）

　上野原市では平成３０年４月に総合福祉センターふじみを開設、それと同時に福祉や保健に関するさ
まざまな相談を総合的に受け付ける「なんでも相談窓口」を設置しました。
　この窓口では、複雑で難しい福祉制度の利用方法の紹介を行っているほか、誰に相談すればよいか
わからないと感じている人のための相談先としての役割も果たしています。また、ここでは福祉に精通
した私たち職員が来庁者の相談にあたり、その内容に応じて関係する部署や機関につなげていきます。
　少子高齢化や厳しい経済情勢を背景に、身体のこと、お金のこと、子どものこと、介護のことなど窓口
の開設以来、広くさまざまな相談が寄せられています。その多くが複雑化かつ重層化した問題であるこ
とも特徴です。
　こうした問題に対処していくためには、これまで培ってきた知識や経験に加えて、分析力や洞察力、情
報収集能力などのスキルの向上が欠かせません。「相談してよかった」「ふじみに行けば安心して相談が
できる」と多くの人に思ってもらえるよう、私自身も研鑽に励んでいます。

のとき
ひと サマージャンボ宝くじとハロウィンジャンボ宝くじの収益金は、

市町村の貴重な財源です!

やまなし 40

市町村振興協会たより

（サマージャンボ宝くじ）
　サマージャンボ宝くじの収益金は、本協会に交付され、市町村の行う防
災・減災事業及び公共施設等整備事業への融資をはじめ多種多様な行
政ニーズに対応するための市町村職員の人材育成への支援や本誌発行
等情報提供など、市町村の振興を支援する事業に役立てられています。

（ハロウィンジャンボ宝くじ）
　ハロウィンジャンボ宝くじの収益金は、全額を市町村に交付し、県民の
皆様の福祉向上や地域社会の振興のために役立てられています。

（宝くじの発売状況について）
　平成 30 年度のサマージャンボ宝くじの売上は、記録的な猛暑や西日本豪雨災害等の影響により、残念ながら
6 年連続減の前年度比 5.7% 減（山梨県 4.4% 減）、約 686 億円（山梨県約 4 億 78 百万円）となりました。
　一方、ハロウィンジャンボ宝くじについては、前年度比 28.2% 増（山梨県 36.1% 増）、約 370 億円（山梨県
約 2 億 93 百万円）と前年度を上回る結果となりました。なお、本県は各市町村におかれまして、広報活動や宝
くじ臨時販売など宝くじ売上増進に向け、様々な取り組みをいただきました。誠にありがとうございました。
　この販売実績に伴う本県への収益金の交付額は次のとおりです。

　本協会でも、本宝くじの売上確保に向けて、各種ＰＲ活動に努めて参りますので、各市町村におかれましても、魅力
あるまちづくりのための貴重な財源である宝くじの販売促進に一層のご協力をいただけますようお願いいたします。

「幸運の女神」保坂理事長(甲斐市長)表敬訪問

宝くじの販売促進について
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宝くじ収益金交付額（山梨県）

サマージャンボ宝くじ 発売期間 7月  2日(火) ～ 8月 2日 (金)
ハロウィンジャンボ宝くじ 発売期間 9月24日(火) ～ 10月 18日 (金)

https://www.takarakuji-offi  cial.jp/
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